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国内学会発表 6 石木純，宮崎さおり，丸山広達，友岡清秀，谷川武，斉藤功．菓子類摂取量と要介護認知症の関連 東温スタディ．第76回日本栄養・食糧学会大会，兵庫，2022年6月10日-12日

国内学会発表 7 古川結唯，丸山広達，友岡清秀，谷川武，斉藤功．BMIと糖尿病発症との関連における栄養補助食品の影響 東温スタディ．第76回日本栄養・食糧学会大会，兵庫，2022年6月10日-12日

国内学会発表 8
津村佳生，友岡清秀，謝敷裕美，吉田大悟，西村陽．成熟期の女性における月経前症候群の東洋医学的病態の分布．第73回日本東洋医学会学術総会，福岡（Web開催），2022年6月16
日-18日

国内学会発表 9
松尾遼太朗，池田愛，丸山広達，友岡清秀，斉藤功，谷川武．Longitudinal changes in arterial stiffness associated with physical activity intensity: the Toon Health Study．
第54回日本動脈硬化学会総会・学術集会，久留米，2022年7月23日-24日，2022．

国内学会発表 10
和田裕雄．医学教育と社会医学(Public Health) の研究:非定量的研究の可能性．シンポジウム10「これからの医学教育学研究について考える」.第54回日本医学教育学会大会, 群馬, 8月5日-6
日

国内学会発表 11 米本直裕, 川島義高, 新型コロナウイルス（COVID-19） 流行下における孤独感と自殺行動の関連:系統的レビュー.　第46回日本自殺予防学会総会, 熊本, 2022年9月9日-11日

国内学会発表 12 和田裕雄．小児の睡眠と健康:疫学調査を踏まえて．シンポジウム8「睡眠と健康 2022:小児の健康に焦点をあてて」. 第81回日本公衆衛生学会総会，山梨，2022年 10月7日-9日

国内学会発表 13
和田裕雄．社会医学と臨床医学のシームレスな教育:厚生労働科学研究の紹介．シンポジウム29「公衆衛生学と社会医学領域のシームレスなキャリアとコンピテンシー」.第81回日本公衆衛生学会総
会，山梨，2022年10月7日-9日

国内学会発表 14
池田汐里，野田愛，山岸良匡，村木功，松村拓実，木原朋未，山海知子，髙田碧，岡田武夫，木山昌彦，今野弘規，磯博康，谷川武．生きがいがコレステロール値に及ぼす影響:CIRCS研
究．第81回日本公衆衛生学会総会，山梨，2022年10月7日-9日



国内学会発表 15
植杉優一，丸山広達，斉藤功，友岡清秀，谷川武，内藤義彦．健常者におけるTimed Up & Go Testと身体特性および身体活動量との関連:東温スタディ．第81回日本公衆衛生学会総会，山
梨，2022年10月7日-9日

国内学会発表 16 大竹理功, 野田愛, 丸山広達, 佐藤准子, 和田裕雄, 谷川武.小学生におけるソーシャルジェットラグと多動及び不安の関連.　第81回日本公衆衛生学会総会, 山梨, 2022年10月7日-9日

国内学会発表 17
北澤隆行, 和田裕雄, 古屋律子, 大貫慧介, 宮川真理子, 朱沁曄, 植田結人, 佐藤准子, 谷川武.小児における睡眠呼吸障害と上気道感染症との関連.　第81回日本公衆衛生学会総会, 山梨, 
2022年10月7日-9日

国内学会発表 18
謝敷裕美, 友岡清秀, 野田愛, 丸山広達, 斉藤功, 谷川武.地域住民における歯痕舌と上腕血圧ならびに中心血圧との関連:東温スタディ. 第81回日本公衆衛生学会総会, 山梨，2022年10月7日-
9日

国内学会発表 19 宮崎さおり, 丸山広達, 友岡清秀, 谷川 武, 斉藤功．低炭水化物食と軽度認知障害との関連 東温スタディ．第81回日本公衆衛生学会総会，山梨，2022年10月7日-9日

国内学会発表 20 矢吹友哉, 丸山広達, 淡野寧彦, 友岡清秀, 谷川武, 斉藤功．居住地域別でみた一次産業従事者と活力との関連 東温スタディ．第81回日本公衆衛生学会総会，山梨，2022年10月7日-9日

国内学会発表 21 山崎幸，丸山広達，友岡清秀，谷川武，斉藤功．食事バランスガイド遵守と要介護認知症との関連 東温スタディ．第81回日本公衆衛生学会総会，山梨，2022年10月7日-9日

国内学会発表 22
西村陽，津村佳生，吉田大悟，勝又摩吏，友岡清秀，北西剛，谷川武． 「学生のための順天堂大学東洋医学研究会」活動紹介 医学生×アーユルヴェーダ, 第44回日本アーユルヴェーダ学会名古
屋研究総会，愛知，2022年10月8日-10日

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 野田愛, 唾液中αアミラーゼ活性と動脈硬化指標CAVIとの関連, 第4回臨床血管健康Web研究会, 東京, 2022年10月15日

特別講演・
招待講演

4 谷川武, 働き方改革と産業保健,令和4年度中国・四国地区国立大学法人等労働安全衛生協議会,鳥取(web)，2022年10月17日

特別講演・
招待講演

2 野田愛, 社会と健康, 順天中学校・順天高等学校 Global week 2022, 東京, 2022年11月15日

特別講演・
招待講演

3 谷川武, 教育講演「東方医学への期待 -公衆衛生学的視点から-」,第40回日本東方医学会,東京，2022年12月4日


